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学　校
教　育

今日の教育課題は、 「生涯学習社会に対

応する学校教育」と「豊かな心と活力に

満ちた人間性の育成」の解決と、けi政推

進の基本理念である「活力に満ちた思い

やりあふれる新しいふるさとづくり」の

実現をめざして、愛情と信頼に基づく教

育を推進しています。

●心豊かな人づくり

生涯にわたる人間形成をめざして道徳

教育や基礎学力の充実、生徒指導の徹底、

さらに郷土教育、勤労教育、愛鳥教育、

環境保護教育などの推進を図っていますO

また、同和教育は、すべての児童生徒

に人権尊重の精神を認識させ、部落差別

をはじめ、あらゆる差別をなくしていく

意欲と実機力を育成するため、全教育活

動を通して積極的に推進しています。

●進展する社会への対応

豊かな国際性と国際理解を深めるため

の、国際理解実践校の委嘱や国際理解研

修会、さらには、アメリカから英語の先

生を招いて、生きた英語学習などを進め

ています。

●健康づくり

基礎体力の養成とともに、心の健康を

大切にする健康教育実践校の委嘱、健康

優良校の育成、素足の励行や部活動の適

正化など、健康習慣の形成を通しながら、

真の健康教育を推進しています。

また、千葉城町にある教育センタ-で

は、学校教育並びに社会教育に関する、

教育課題の解決に必要な調査、研究をは

じめ,教育関係者の研修、各種教育相談

など指導力向上を図るための場と機会を

積極的に提供し、その活用を図っていま

つ
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創造性に富んだユニークな施設
学校は、教育、学習の場であるばかり

でなく、児童生徒が一一日の大半を過ごす

ことから、それにふさわしい、ゆとりと

潤いをもたらす施設であることが必要で

す。

市ではより豊かな教育環境づくりを進

めるために、校舎の増改築や施設の改善

をはじめ、教室の整備拡充、学習指導方

法の多様化に対応できる多目的スペース

の導入、彫刻や壁画等の文化性を取り入

れた質的整備、屋内運動場や水泳プール

年計画的に進めています。

新設につい

中心とした複合施設が完成しました。こ

れは敷地の有効利用を図るため、体育館

の改築に合せて、柔剣道場やミーティン
グ室、更衣室、便所などを備えたクラブ

ハウス等も同時に整備し、 2階建の建物

の中に複合化したものです。地域ぐるみ
盟 かな児童生徒を育

東野中学校体育館

ることにしています。

また、五福小学校の校舎等の全面改築

に合わせて、五福地区を中心とした旧市街

地の活性化を図るため、かねて地域住民

の強い要望であった生涯学習施設、コミ

ュニティ施設、さらには住民と一体とな

った街づくりの拠点施設などを地域開発

ui等giiiiiiiPal-
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社　会
教　育

暫
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して学校と一体的に啓備し、

市民が気軽に利用できる

教育和トワークづくり
生涯学習のまちづくり

「生涯学習のまち」をめざして取り組ん

できた生涯学習モデル事業は、 2年目を

迎えましたが、公民館を中心に地域を挙

げての学習発表会、全市的な市民芸能文

化祭などが開催され、市民のつどいの場

は生涯学習の理解と関心に大いに役立っ

ています。

社会教育施設

●市立公民館

各地域の市民センター(西部、南部、

東部、龍田、託麻、幸田、清水、秋津、大江)

内に併設する公民館と中央公民館を合わ

せて現在、公民館は10館になりますが、

平成2年度には「北西部市民センター(仮

称)」に11館目の公民館が開設の予定にな

っていますO

また、五福小学校の改築にともない、

複合施設として「地域開発センター(仮

称)」の建設が進められていますが、この

中に公民館を併設することにしています。

これが出来ると全国的には、まれな施設

になります。

●市立図書館

本館は大江6丁目の文教地区にあり、

8ヵ所の公民館に分館を置いています0

1階は一般貸出し、閲覧、児童、お請コー

ナー、参考資料室、身体障害者福祉室、

2階には集会室、ホール、視聴覚ライブ

ラリ-など近代的図書館機能を備え、多

数の市民が利用していますO

●博物館

熊本城内にある博物館には、自然人文、

理工科学関係資料総数1万千余を展示し、

西日本一の規模を持つプラネタリウムも

併設していますO　また、資料収集や調査
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研究を行うほか、「星をみる会」等各種教

室の開設、特別展を開設するなど、総合

博物館としての機能を備えています。

青少年教育及び対策としては、金峰山

の中腹にある「金峰山少年自然の家」や

青年会館(総合体育館と併設)を拠点と

して、少年の健全育成、青少年指導者技術

講座の開設、青年リーダー養成など行っ

ています。このほか、児童育成クラブの

開設、青少年補導センターの充実、サン

アントニオ市、桂林fF-の高校生友好訪

問同の派遣など国際交流にも力を入れて
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熊
本
城
宇
土
櫓

云統と個性を生かし.

に充実させるために
熊本城をはじめ、水前寺成遊園、千金甲

古墳など、本市には歴史に培われた多く

の文化遺産が大切に保存され、訪れる人

びとに感銘を与えています。重要文化財

である熊本城宇土櫓は昭和60年10月に修

復に入り、平成元年に完成し、新たな装

いで10月には- -般公開がされましたO

また、横井小柄、徳富蘇峰・盛花など

郷上ゆかりの先哲の顕彰と明治の文豪夏

口淋石、小泉八雲の文学遺跡の保存にも

努めていますO

一方、文化施設である博物館をはじめ

として、美術館、市民会館、産業文化会

館、青年会館などでは、市民の各種文化

活動や専門家による優れた芸術活動が展

開されており、熊本の文化の向上に大き

な力となっています。

平成2年4Jlには総合婦人会館・カル

チャーセンターが開館しますが、婦人の

文化活動の拠点として幅広い利用が期待

されています。

市制100周年の平成元年には、市民の

文化志向を.高揚するために、はじめて市民

美術展を熊本市総合体育館・青年会館で

開催したほか、シンポジウムや講演会な

ども実施し、文化都市を腰傍するにふさ

わしい状況をつくりだすことになりまし

た。

このような都市文化の背景のもと、さ

らに文化財を愛護する気持ちを育てると

ともに、地域に根ざした個性ある市民文

化の育成振興に努めています。

Human Cityくまもと

健　康
文　化

総合体育館

ぬくもりのある福祉と市民による健全な街づく
体育・スポーツは、健全な心身の発達

を促し、人間性豊かな、健康で文化的な

生活を営み、活力ある都市づくりを進め

るうえで極めて重要な役割を果していま

す。

本illでは「21世紀へ向けての明るく豊

かな健康、文化都市づくり」を目指し、

体育スポ-ツを生涯を通した健康文化活

動としてとらえ、その実現を図るための

総合的な施策の推進に努めています。

スポーツ施設等の整備拡充

市民のスポーツ・レク1)ェ-ションの

処点として、公開機能を備えた浜線健康

パークをはじめ、陸上競技場、武道場、

庭球場、体育館並びに新装された水前寺

野球場など多くのスポーツ施設などがあ

ります。また、現在も川尻地区及び西部

地区に健康文化施設を建設中です。

さらに、今後市民が日常生活の中で、

いつでも気軽に利用できるような健康文

化施設の整備拡充と効果的利用の

努めていきます。

スポーツ活動の振興

市民総参加として

育察や市民マラソ

を尚一層推進するとともに、ミニバレー/
ボール大会など地域に根ざしたスポーツ

文化活動の促進、高齢者スポーツの普及

振興など、市民総スポ-ツ活動の推進に

努めています。

このほか社会体育組織の充実や指導者

の養成・確保にも力を注いでいまAすO

Z
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熊本市行政機構図
前　　　　　長

助　　　　　役

(平成2年3月1EI現在)
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左から柏尾誠之助役、田尻靖幹市長、御厨一熊助役、大崎誠則収入役

●歴代市長

Human Cityくまもと
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Human Cityぐよもと

市議会

●歴代市議会議長

市議会は、市民から選ばれた議員52名で構成されていますO会派

としては、自民党(17名)、公明党(8名)、社会党革新クラブつ8

名)、市民クラブ(7名)、共産党(3名)、政策集団・二十一世紀

クラブ(3名)、民社党(2名)、熊本クラブ(1名)、市政クラブ

(1名)、くまもと千人クラブ(1名)、自民無会派(1名)の11会派

が結成されています。

会議は、年4回開かれる定例会と必要がある場合に開かれる臨時

会があります。内部の審査機関としては、常任委員会と特別委員会

があります。常任委員会は総務・教育民生・保健衛生・経済・建設

・公営企業の6委員会に分かれ、所管部門の事務を調査し、議案・

陳情などの審査を行います。特別委員会は必要に応じて議会の議決

により設置されますが、付議された事件を審査するもので、現在、

議会運営・総合都市調査・環境整備・熊本市政治倫理条例制定に関

する調査の各特別委員会がありますO

代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 代 E 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

1 有 馬 源 内 明 治 2 2 . 4 .2 6 明 治 2 4 . 1 . 2 1 1 3 佐 藤 真 佐 男 昭 和 2 2 . 6 . 9 昭 和 2 3 . 4 . 7 2 5 落 水 清 昭 和 4 6 . 5 .2 0 昭 和 4 8 . 6 . 6

2 興 津 jj1. 哉 ′′ 2 4 . 1 .2 2 ′′ 2 8 . 5 . 1 3 1 4

1 5

大 塚 勇 次 郎

大 塚 勇 次 郎

′′ 2 3 . 6 . 5 ′′ 2 6 . 4 .2 9 2 6 古 川 Eg 雄 ′′ 4 8 . 6 . 6 ′.′ 5 0 . 4 .3 0

3 J 河 原 惟 親 〝 2 8 . 5 .1 4 ′ノ 3 1 . 5 .2 2 ′′ 2 6 . 5 . 1 5 ′′ 3 0 . 4 .3 0 2 7 紫 垣 正 良 ′′ 5 0 . 5 .1 6 〝 5 2 . 6 . 4

4 吉 永 為 己 ′′ 3 1 . 5 . 2 3 ′′ 3 6 . 2 . S 1 6 兼 坂 安 次 ′′ 3 0 . 5 . 2 1 ′/ 3 4 . 4 . 8 2 8 上 田 堅 太 ′′ 5 2 . 6 . 4 ′′ 5 4 . 4 .3 0

5 Ill H I f* ′′ 3 6 . 2 . 6 ′′ 3 7 . 4 . 3 0 1 7 打 出 信 行 ′′ 3 4 . fi . 1 2 ′′ 3 6 . 3 .2 4 2 .9 島 永 慶 孝 ′′ 5 4 . 5 . 14 〝 5 6 . 1 2 . 8

6 吉 永 為 己 ′′ 3 7 . 5 . 2 7 大 正 2 . 4 . 3 0 1 8 寸 坂 幸 夫 ′′ 3 6 . 3 .2 4 ′′ 3 8 . 4 .3 0 3 0 藤 山 増 美 ′′ 5 6 . 1 2 . 8 ′′ 5 8 . 4 .3 0

7 林 千 八 大 止 2 . 5 . 1 0 ′ノ 6 . 4 . 3 0 1 9 阿 部 次 郎 ′′ 3 8 . 5 . 18 ′′ 4 0 . 3 .1 8 3 1 宮 原 光 男 ′′ 5 8 . 5 .1 8 n 6 0 . 9 . 6

8 llj 隈 康 ′′ 6 . 5 .1 5 ′′ 1 0 . 9 . 3 0 2 0 井 上 常 八 ′′ 4 0 . 3 . 18 ′′ 4 0 . 1 2 . 7 3 2 大 石 文 夫 ′′ 6 0 . 9 . 6 ′′ 6 1 . 1 2 .1 5

9 迫 源 次 郎 〝 1 0 . 1 0 . 1 4 〝 1 4 . 9 .3 0 2 1 石 井 辰 雄 ′′ 4 1 . 7 . 4 〝 4 2 . 4 .3 0 3 3 内 田 幸 吉 ′′ 6 1 . 1 2 .1 5 〝 6 2 . 4 . 3

1 0 山 隈 康 ′′ 1 4 . 1 0 . 1 2 昭 fl l 9 . 5 . 7 2 2 阿 部 次 郎 〝 4 2 . 5 .2 0 ′′ 4 3 . 7 . 3 3 4 西 村 建 拍 ′′ 6 2 . 5 .2 2 〝 6 3 .1 2 .1 6

l l 平 野 龍 起 昭 和 9 . 5 . 8 ′′ 1 7 . 6 . 1 4 2 3 坂 梨 日 露 〝 4 3 . 7 . 13 ′′ 4 5 .1 2 . 4 3 5 村 上 春 生 〝 6 3 . 12 .1 6 平 成 2 . 3 .2 6

1 2 佐 藤 真 性 男 ′′ 1 7 . 7 .2 3 ′′ 2 2 . 4 . 2 9 2 4 黒 田 弥 一 郎 ′′ 4 5 .1 2 . 4 ′′ 4 6 . 4 .3 0 3 6 矢 野 昭 三 平 成 2 . 3 .2 6 在 任 中

●歴代市議会副議長
代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 ′代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 代 氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

1 下 田 】 直 明 治 22 . 4 .2 6 明 治 2 4 . 1 .2 1 16 平 野 龍 起 昭 和 4 .1 0 .1 2 昭 和 9 . 5 . 7 3 1 岩 尾 患 昭 和 44 . 9 . 1 3 昭 和 4 6 . 4 .3 0

2 下 田 耕 造 ′′ 24 . 1 .2 2 ′′ 3 1 一 ..2 2 17 橋 本 寿 七 ′′ 9 . 5 . 8 ′′ 1 7 . 5 .2 0 3 2 阪 本 冨 ′′ 46 . 5 . 2 0 ′′ i . 6 . 6

3 片 山 甚 「 郎 ′′ 3 1 . 5 .2 3 ′′ 3 2 . 2 . 7 18 西 郷 】 恵 ′′ 17 . 6 .l l ′′ 2 2 . 4 .2 9 3 3 荒 木 昇 ′′ 48 . 6 . 6 ′′ 5 0 . 4 .3 0

ヰ 林 定 男 ′′ 32 . 2 . 8 り 3 6 . 2 . 5 19 大 塚 勇 次 郎 // 2 2 . 6 . 9 n 2 3 . 6 . 5 3 4 藤 山 増 美 〝 50 . 5 . 1 6 ′′ 5 2 . 6 . 4

5 出 田 彦 太 郎 ′′ 3 6 . 2 . 6 ′′ 3 6 . 2 .l l 2 0 加 川 恒 次 ′′ 23 . 6 . 5 ′′ 2 6 . 4 .2 9 3 5 矢 野 昭 三 〝 52 . 6 . 4 ′′ 5 4 . 4 . 30

6 園 部 交 稚 〝 36 . 2 . 1 2 ′′ 3 6 . 5 .l l 2 1 北 利 民 ノ′ 26 . 5 .1 5 ′′ 2 8 . 9 . 5 3 6 上 妻 重 蔵 ′′ 5 4 . 5 . 1 4 ′′ 5 6 . 1 2 . 8

7 板 垣 正 軌 ′′ 36 . 5 . 1 2 〃 3 7 . 2 .1 2 2 2 上 野 勉 〝 28 . 9 .2 5 ′′ 3 0 . 4 .3 0 3 7 田 尻 武 男 ′′ 56 . 1 2 . 8 ′′ 5 8 . 4 .3 0

8 有 働 格 四 郎 〝 37 . 2 . 1 3 〝 4 0 . l l . 4 2 3 森 光 吉 〝 30 . 5 .2 1 ′′ 3 2 .1 2 .2 8 3 8 白 石 止 ′′ 58 . 5 . 1 8 ′′ 6 0 . 9 . 6

9 板 垣 正 軌 . ′′ 4 0 . l l . 14 ′′ 4 2 . 1 .2 7 2 4 吉 村 貞 次 ′′ 34 . 6 .1 2 ′ノ 3 5 . 3 .2 1 3 9 北 口 政 義 GO . !). (i ′′ 6 1 . 1 2 . 1 5

10 河 田 巌 〝 42 . 1 . 28 大 IF. 2 . 4 . 3 0 2 5 牧 梨 日 露 〝 35 . 3 一2 1 〝 3 7 . 7 . 9 蝣10 .1. 村 淑 ′′ 61 . 1 2 .1 5 ′′ 6 2 . 4 .3 0

l l 井 場 熊 亨 ア E 2 . 5 . 10 ′′ 6 . 4 .3 0 2 6 吉 村 貞 次 〝 37 . 7 . 9 ′′ 3 8 . 4 .3 0 4 1 竹 本 勇 ′′ 62 . 5 . 2 2 ′′ 6 3 . 1 2 . 1 6

1 2 峡 謙 斎 ′′ 6 . 5 . 1 5 ′′ 7 . 3 .1 0 2 7 石 井 辰 雄 〝 38 . 5 .1 8 ′′ 4 1 . 7 . 4 4 2 村 上 裕 人 ′′ 63 .1 2 . 1 6 平 成 2 . 3 .2 6

1 3 藤 野 乱 ′′ 7 . 3 . l l n 1 0 . 9 ▼3 0 2 8 吉 村 貞 次 〝 4 1 . 7 . 4 ′′ 4 2 . 4 .3 0 4 3 佐 藤 公 平 平 成 2 . 3 .2 6 在 任 中

14 水 上 誠 規 〝 10 . 1 0 . 1 4 ′′ 1 4 . 9 .3 0 2 9 佐 藤 寿 子 ′′ 42 . 5 .2 0 ノ′ 4 4 . 3 .2 4

1 5 河 桝 巌 ′′ 14 . 10 . 12 昭 和 4 . 9 .3 0 3 0 古 川 国 雄 ′′ 44 . 3 .2 5 ′′ 4 4 . 6 .2 8

'ー'丁'、「l 'iT

●市議会議員(平成2年3月26日現在)

氏 名 会 派 氏 名 会 派

矢 野 昭 三 自 民 党 井 上 義 治 社会党革新クラブ

佐 藤 公 平 市 民 ク ラブ 吉 田 精 一 ′′

落 水 清 弘 iE丈瀧態川.
I lrt絹ll? ラフ

角 田 勝 浩 公 明 党

下 田 耕 士 くまもと千人クラブ 中 沢 誠 ′′

奥 田 光 弘 熊 本 ク ラブ 中 村 徳 年 自 民 党

鈴 木 昌 彦 K . ft '& 竹 本 勇 ′′

家 人 安 弘 社会党革新クラフ′ 嶋 田 幾 雄 り

松 江 昭 ′′ 大 石 文 夫 ′′

磯 遺 文 徳 公 明 党 村 上 裕 人 ′′

西 泰 史 ′′ 西 村 建 治 市 民 ク ラブ

諸 韓 文 雄 自 民 党 西 田 続 ′′

古 見 輝 雄 〟 岩 下 恵 治 共 産 党

荒 木 あ きひろ 自民無会 派 森 田 粋 珊 社会党革新クラブ

江 藤 正 行 自 民 党 佐 々木 亮 公 明 党

内 田 三千夫 市 民 ク ラブ 田 尻 武 男 自 民 党

山 内 光 昭 ′′ 紫 垣 正 良 ′′

益 田 牧 子 共 産 党 島 永 慶 孝 ′′

河 上 洋 子 社会党聯 タラ7 - 村 上 春 生 ′′

竹 ロ 博 己 公 明 党 宮 原 光 男 ′′

亀 井 省 治 ′′ 藤 山 増 美 H j民 ク ラブ

荒 木 哲 美 自 民 党 白 石 正 政策脹川.
I- -III卜丸三? ラ7

主 海 偉 佐雄 ′′ 村 山 義 雄 ′′

伊 形 寛 治 市 政 ク ラブ 沢 田 一 郎 共 産 党

藤 本 栄 次 自 民 党 塩 沢 臨 社会党革新クラブ

宮 原 正 一 市民 クラブ 中 山 弘 規 ′′

本 田 光 夫 民 社 党 西 野 法 久 公 明 党

●市議会のしくみ

議　場

●常任・特別委員会(平成2年3月26日現在)

名 称 定 数 所 管 事 項

常

任

香

負

令

結 滞 i Q . 9
l†i長公 室、企画広報部 、総荷局、会計宅、消防局、選 挙管理委員会 、監査委員 、
公平委 員会 の所管に親 す る事項、他の ;y;任委 員会の 所管に属 しない事項

教 育 民 生 委 員 会 9 市 民 局 、 教 育 委 員 会 の 所 管 に属 す る 事 1貫

保 健 衛 生 委 員 会 8 保 健 衛 生 局 の 所 管 に属 す る事 項

経 済 委 員 会 9 産 業 局 、 中 小 企 業 局 、 農 業 委 員 会 の 所 管 に 属 す る事 項

建 設 委 員 会 9 都 市 局 、 建 設 局 の 所 管 に械 す る 事 項

公 営 企 業 委 員 会 8 水 道 局 、 交 通 局 の 所 管 に属 す る 事 項

特

別

香

負

会

議 会 運 営
特 別 委 員 会 VI 議 会 運 営 に 関 す る事 項 に つ い て の 審 査

総 会 都 市 調 査
特 別 委 員 会

13 都 市 圏 、 都 市 整 備 及 び 国 際 化 に 関 す る調 査

環 境 蟹 備
特 別 委 員 会 13 自然 環 境 、 都 市 景 観 及 び 観 光 政 策 に 関 す る調 査

横 本日一山 ÷n il論rv t:
例 制定 に関す る調
二た 特 別 委 員 会

13 熊 本 市政 治 倫 理 条 例 制 定 に 関 す る調 査

提 案

議決通知

市 議 会

本 会 議 竃 告 委 員 会 Z 意見書 関係行政 庁

＼一考/ ＼ゝ 一一一見榔
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本市をとりまく財政環境は、シャープ 第二に 「地域経済の活性化」です0「熊 周辺の環境整備を本格的に推進し、また 総 計 254 ,426,000千円 平成元年度当初予算の主要概要

勧告以来といわれる税制改革にともない、 本地域経済活性化構想」並びに 「熊本市 熊本城を中心とした坪井川周辺の総会的 (13,971,000千円 5.8% 増) ⑤主要費目行政費の推移 (単位:千円)
「市制100周年の対応」

大幅な財源構造の変化に直面するととも 中小企業振興ビジョン」を踏まえ、中小 な環境整備に取り組むことにしています0 となりました0 押付二馴 市制100周年実行委員会補助金 626,000
に、一方では、国庫補助負担率の削減が 企業の振興育成、観光の活性化、都市農 そのほか都市治水、道路環境整備、都市 一般会計において、歳入面では、自主 400 ‥ 土木 シティホlル建設基本構想等策妄経費 18,000

市史編さん関係経費 48,000
人づくり基金 200,000

継続されることや、都市化の進展、市民 業の振興等を図るとともに、公共投資の 景観形成そして本市のシンボルともいう 財源と依存財源の構成比でみると、自主

E 意識の多様化のもと行政需要が量的に増 地域経済活性化にもたらす効果に留意し べき練と水の保全創造等を図っていきま 財源が55.6% (前年度58.8% ) となって d n民生 総会始人会館*;レチャーセンタ】建設峯繋 1,306,000
[ 大し、質的に多様化する傾向もあって、 社会資本の整備に取り組むものです0 す。 おり、うち市税が歳入総額の48.5% (前 ノ ▼1獅 金綿振特別展示後笥 95,000

動物資料館建設事業 177,000
熊本城数寄屋丸二階御広間役元事業 231,700
地下駐車場建設事業 310,000
水前寺野球場整備事業 398,000
水道資料館(仮称)建設事業 321,552
r地域経済の活性化」
アーバンリゾート産紫振興事業 6,000

… 誓 言0L て楽観を許きぬ厳しい現状にあ ま等霊 荒芸芸禁 蒜禁 霊 孟嵩 恩讐 - r9 * 豊 雲志芸孟呈霊 慧 笠 4芸)h 孟霊 霊 ㌫;こみてみま 300 ∠ ′ロ ヰ欄

このような状況のなかで、本市の平成 桂林市、姉妹都市サンアントニオ市、永 教育環境の一層の充実向上、生活文化、 すと、民生費(22.9% )、土木費(19-8% )、 Jロ一r // 胡…ltt衛生
E 票 票 芸7fr $IJ100fĴ ォO票芸芸岩∴ 芸霊禁 雷禁 芸/震 IZ ; 豊 子Jnl 霊 妄li A 芸霊芝票 慧芸上、く雷芸 禁 雲霊 票 霊 票 監禁 吉tZ u--" " 『 ノ

やりあふれる新しいふるさとを意欲的に イビジョン等新たなメディアの活用に関 ため、菖蒲谷の精神薄弱者更生施設の建 また、性質別には、社会資本の整備を図 200 地場産業振興フェア開催経費 8,000
地場産業振興会館(仮称)調査設計絶督 12,000
LtJ小企業共同化推進泰業助成 30,000

- 築きあげるベく、積極的な予算編成を行 する調査研究を進める等、高度情報化に 設等、精神薄弱児、精神薄弱者、身体障 る投資的経費について積極的に予算を重

つています0 対応していくとともに、総合婦人会館 . 害者、児童母子等、各分野にわたる福祉 点配分しています。 熊本市流通情報会館開館記念事業 17,500
】 雲量…蔓蔓買……吾:i 蓋≡喜≡芸 00 喜薫 曇 喜華 竿霊)̂ 票霊苦這雷 に君蔓蓋曇善 1霊,200 ,0ム0千円 慈 蓋恵買曇 ≡≡窯 曇三菱董 100 ♯ .草 午 一 l .尊 拝 中′ト企業研修事業 ー3,000

コンベンション特別対策経費 10.000
観光地美粧化トイレ建設事業 15,000
都市良業技術センター(仮称)建設準備経費 3▼5O0
みかん実験農場ガラスハウス建設準備経懲 10,000
農業用排水路登備番菜 710,000

を基調とする多彩な記念イベントを繰り 第四に 「魅力ある都市環境の形成」で (9,700,000千円 i.6% 増) 算の執行は、総倒 勺.長期的視点に立→

篇 C ity <M t …f+琴 …蓋琶三善蓋≡喜芸 …藍 慧 薫 藍 … ≡薫 惑 ……00%00% 藁 …薫 蒸 曇恵 0 昭脚 度 60 til 62 63 「変革の時代への対応」
国際交流関係経費 36,225
サンアントニオrffにおける熊本展開催経懲 30ー000
アメリカサンアントニオ&中国桂林展開催経費 4,500

foj牧牛国際交流絶賛 25,500
(Mi:1500軍 苧ョ^ M (- 般会計)構成比 1(㌶二竺 竺 一 ▼l ●昭莞 警 会計)の脚 [ ㊧目買 芸買誓 況 A ⑳…F; 内nG ㊨市……^ED 警目聖 ; 少年スポーツ国際交流事業 3,200

熊本館(仮称)建設事業 25,000
二ユIメディア関係経懲 49ー200
ハイビジョンシティ構想推進経費 1▼000
婦人行政推進経懲 6,490
「魅力ある都市環境の整備J

p 自然環境保全事業 105,635
…i -II 1000 薫 1000H 喜 …薫 芸笠芸 / h l…買…藍: A E斉 B D C 警 A B Z…買……≡菜 A 水資源対策経費 69,807

緑化推進事業 185,000
線化基本計画策定絶賛 7,000
坪井川結倉環境整備事業 79,800
道路環境整備事業 600,000
武蔵塚公鼠整備事業 351,800

; [] 事業所税 [= ] 公債費 C B 公共下水道築造事業 11,000,000
公営住宅建設事業 3,068,325

呂 豊 吉 呂 芸芸芸 芸呂 孟芸 Z:‥誓 言呂 = 芸文鵬 芸‥…:0 芸呂 芸芸霊屋言 ….8.8芸 東部清掃工場第2期建設事業 441,311
熊本駅周辺整備事業 125,500
「21世紀を支える人材の育成と思いやり
あふれる地域社会の形成」一 口 国庫支出金 [コ その他 A [コ 普通建設29.0% C [コ 獅 13.7% ⊂コ市債 13.4% c C D たばこ消費税 4.9%

500f- h- ⊂コ市債 500]-- ¥ B C H 人件費 21.7% o n 公債費10.6% d r n 地方交付税10.8% D Cコ都市計郎鼠 4.6% 義務教育施設整備事業 1,116,434
枯枝場整備事業 95,200

[=コ地方交付税 C [=コ扶助費 16.4% E 蝪 総務 9.7% E C コ鼎支出金 2.9% E [コ 電気税 3.3% 市立高校セミナーハウス等建設調査経費 5,000
喜 芽 税 0 ED 喜 蕪 … 1………… FGHIJ ≡ 賀 他 6.6%3.3%3.3%1.8%4.0% FG 呂 警芸芸 …‥;芸 ニ呂 雷芸fit税 …‥Z芸 児童育成クラブ設置経常 25,540

地域開発センター建設事業 305,000
熊本城三の丸埠区整備基本構想策定経費 5,000
健康文化施設整備事業 595,300
在宅老人デイサービ耳事業 49,103
精神薄弱者吏'J-:施設建設事業 644.300

72 73

粁 1苧P:{▼T ー ▼.lT"▼ 二-.蝣蝣*̂T->ĉ rv",r̂ -蝣TTiF耳㌢「蝣"ォ?闇 Tl鞘㌣7l∴/rT̂**!"'̂ -蝣・蝣'vサ̂̂̂vT司れ同郡 附甲皿1訊F ′zm m 野苛鮮 烈頂融語鑑箪午 志望軍 蝣:"'蝣y薫告 嘉r‥声▼.▼F¶.▼..



Human Cityぐ夏毛と

伝.報
広　聴

本市の広報・広聴は、 21陛紀に向けて

「人間味あふれる街-ヒューマンシティ」

づくりのために、 5つの重点施策「ポリ
tOB

シー5」を基に進めています。

広報活動は、この「ポリシー5」を中

心とした市政に対する埋解と関心を高め

るとともに、市政への市民参加を進める

ために適時、適切な市政情報をいろいろ

な広報媒体を通して提供しています。

広聴活動は、広く市民の声を聴き、市

政に反映させるため、市政懇談会や市政

モニター制度を活用しながら進めていま

T,

「市政だより」などによる広報

月1回1日発行、全世帯配布、発行部

数約20万部。また、弱視者や目の不自由

な方などのために「拡大版市政だより」

「点字だより」 「声の市政だより」を配布

しています。

このほか、市の施策方針を紹介した「ヒ

ュ-マンシティくまもと」 (年1回)やそ
!.I.I.

の施策を具体的に紹介する「萌」(年3回)

を発行し配布。

「テレビ・ラジオ」による広報　　　　　　　市政懇談会

「市民のひろば・手取本町1番1号」　　　　市政に対する意見や提言を聴き、市民

RKK-TV　毎週土曜日

午前9時25分-(5分間)

「こちら熊本rh'」

TKU-TV　毎月第4土曜日

午前8時15分- IE分間)

「みどりの街から熊本市」

KKl'・TV　毎週日曜日

午前11時50分-( 5分間)

「フレッシュ・フラッシュ・クマモト」

FMKラジオ　毎週火曜日

午前8時40分-(5分間)

このほかテレビスポットも随時放送し

mw

・議と蒜崩しtこ-糊口

意識を把握して、今後の市政運営に反映

させますO

市政モニター

市政に対するいろいろな意見を地域別、

年代別等組織的に聴き、市民の声として

市政に反映させますO

モニター　約50人　研修会等開催　9回

市民相談

行政サービスの向上を図るため、市民

相談窓口では多くの要望、苦情などを迅

速に対応し処理している。また、特別相

談として、専門相談員による法律、税務、

登記、人権などの相談を行っています。

市政相談年度別受付件数

昭和59年度 昭和60年度 昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度

1 ,2 84件 1 ,26 1件 939件 9 03件 774件

特別相言獅u用状況(昭和63-*r一度)

法 律相 識 サ ラ金
翠
記

入
ォ

税
務

(苦情)相 談 棉 棉 癖

709件 651件
議

407件

義

32、6件

It.

2 73件
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市の予算
火 災 1 日に0.42件 1 日1 人あた り258 且 市税 市民 1 人当 り117,042円 市民 1 人当・5235 ,18 3円
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